
各課の目標と評価規準（例）

◎ Pre-Lesson 1 ～ 3

1. 目標
中学校での既習内容を復習し、日本語と英語の構造の違いなどを確認することができる。

2. 各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
中学校での既習内容に関す
る事項を理解している。
［技能］
中学校での既習内容の知識
を基に、相手と英語でコミ
ュニケーションする技能を
身につけている。

相手にわかってもらえるよ
うに、自分や友人、日常生
活などについて、事実や自
分の考えなどを整理して、
それらを英語で伝え、質
問・応答のやり取りをして
いる。

相手にわかってもらえるよ
うに、自分や友人、日常生
活などについて、事実や自
分の考えなどを整理して、
それらを英語で伝え、質
問・応答のやり取りをしよ
うとしている。

話すこと

発 表

［知識］
中学校での既習内容に関す
る事項を理解している。
［技能］
中学校での既習内容の知識
を基に、英語で話す技能を
身につけている。

聞き手に伝えるために、自
己紹介について、聞き手に
知ってほしいことなどを整
理してわかりやすい英語で
話している。

聞き手に伝えるために、自
己紹介について、聞き手に
知ってほしいことなどを整
理してわかりやすい英語で
話そうとしている。

書くこと
発展的な活動

［知識］
中学校での既習内容に関す
る事項を理解している。
［技能］
中学校での既習内容の知識
を基に、英語で書く技能を
身につけている。

読み手に伝えるために、自
己紹介について、読み手に
知ってほしいことなどを整
理してわかりやすい英語で
書いている。

読み手に伝えるために、自
己紹介について、読み手に
知ってほしいことなどを整
理してわかりやすい英語で
書こうとしている。
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◎ Lesson 1

1. 目標
現在形の用法を理解した上でその知識を活用し、自分の好きなことやものについて発表することがで

きる。

2. 各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）
※  ①「やり取り」の活動は適宜授業内に取り入れること。　②「発展的な活動」とは時間的に余裕が
ある際に入れ込むことを想定しての活動とする。　③ PERFORMにおける発表活動の際には、準備
として内容を英語で書く活動を基本的に含むものとする。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
現在形の用法やbe動詞と
一般動詞に関する事項を理
解している。
［技能］
自分の好きなことやものに
ついて、現在形の用法や
be動詞と一般動詞の知識
を基に、相手と英語でコミ
ュニケーションする技能を
身につけている。

相手にわかってもらえるよ
うに、自分の好きなことや
ものについて、事実や自分
の考えなどを整理して、英
語でそれらを伝え、質問・
応答のやり取りをしてい
る。

相手にわかってもらえるよ
うに、自分の好きなことや
ものについて、事実や自分
の考えなどを整理して、英
語でそれらを伝え、質問・
応答のやり取りをしようと
している。

話すこと

発 表

［知識］
現在形の用法やbe動詞と
一般動詞に関する事項を理
解している。
［技能］
自分の好きなことやものに
ついて、現在形の用法や
be動詞と一般動詞の知識
を基に、英語で話す技能を
身につけている。

聞き手に伝えるために、自
分の好きなことやものにつ
いて、事実や自分の考えな
どを整理してわかりやすい
英語で話している。

聞き手に伝えるために、自
分の好きなことやものにつ
いて、事実や自分の考えな
どを整理してわかりやすい
英語で話そうとしている。

書くこと

［知識］
現在形の用法やbe動詞と
一般動詞に関する事項を理
解している。
［技能］
自分の好きなことやものに
ついて、現在形の用法や
be動詞と一般動詞の知識
を基に、英語で書く技能を
身につけている。

読み手に伝えるために、自
分の好きな事やものについ
て、事実や自分の考えなど
を整理してわかりやすい英
語で書いている。

読み手に伝えるために、自
分の好きな事やものについ
て、事実や自分の考えなど
を整理してわかりやすい英
語で書こうとしている。
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◎ Lesson 2

1. 目標
過去形の用法を理解した上で、その知識を活用し、昨日の出来事について発表することができる。

2. 各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
過去形の用法やbe動詞と
一般動詞に関する事項を理
解している。
［技能］ 
過去の出来事について、過
去形の用法やbe動詞と一
般動詞の知識を基に、相手
と英語でコミュニケーショ
ンする技能を身につけてい
る。

相手にわかってもらえるよ
うに、過去の出来事につい
て、事実や自分の考えなど
を整理して、英語でそれら
を伝え、質問・応答のやり
取りをしている。

相手にわかってもらえるよ
うに、過去の出来事につい
て、事実や自分の考えなど
を整理して、英語でそれら
を伝え、質問・応答のやり
取りをしようとしている。

話すこと

発 表

［知識］
過去形の用法やbe動詞と
一般動詞に関する事項を理
解している。
［技能］
前日の出来事について、過
去形の用法やbe動詞と一
般動詞の知識を基に、英語
で話す技能を身につけてい
る。

聞き手に伝えるために、前
日の出来事について、事実
や自分の考えなどを整理し
てわかりやすい英語で話し
ている。

聞き手に伝えるために、前
日の出来事について、事実
や自分の考えなどを整理し
てわかりやすい英語で話そ
うとしている。

書くこと

［知識］
過去形の用法やbe動詞と
一般動詞に関する事項を理
解している。
［技能］
前日の出来事について、英
語で過去形の用法やbe動
詞と一般動詞の知識を基
に、英語で書く技能を身に
つけている。

読み手に伝えるために、前
日の出来事について、事実
や自分の考えなどを整理し
てわかりやすい英語で書い
ている。

読み手に伝えるために、前
日の出来事について、事実
や自分の考えなどを整理し
てわかりやすい英語で書こ
うとしている。
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◎ Lesson 3

1. 目標
進行形の用法を理解した上で、その知識を活用し、今していることや今朝していたことについてやり

取りをすることができる。

2. 各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
現在進行形や過去進行形に
関する事項を理解してい
る。
［技能］
進行している／していた行
動について、現在進行形や
過去進行形の知識を基に、
相手と英語でコミュニケー
ションする技能を身につけ
ている。

相手にわかってもらえるよ
うに、その時にしているこ
とやその日の朝にしていた
ことについて、事実や自分
の考えなどを整理して、英
語でそれらを伝え、質問・
応答のやり取りをしてい
る。

相手にわかってもらえるよ
うに、その時にしているこ
とやその日の朝にしていた
ことについて、事実や自分
の考えなどを整理して、英
語でそれらを伝え、質問・
応答のやり取りをしようと
している。

話すこと

発 表
発展的な活動

［知識］
現在進行形や過去進行形に
関する事項を理解してい
る。
［技能］
進行している／していた行
動について、現在進行形や
過去進行形の知識を基に、
英語で話す技能を身につけ
ている。

聞き手に伝えるために、そ
の時にしていることやその
日の朝にしていたことにつ
いて、事実や自分の考えな
どを整理してわかりやすい
英語で話している。

聞き手に伝えるために、そ
の時にしていることやその
日の朝にしていたことにつ
いて、事実や自分の考えな
どを整理してわかりやすい
英語で話そうとしている。

書くこと

［知識］
現在進行形や過去進行形に
関する事項を理解してい
る。
［技能］
進行している／していた行
動について、現在進行形や
過去進行形の用法や知識を
基に、英語で書く技能を身
につけている。

読み手に伝えるために、そ
の時にしていることやその
日の朝にしていたことにつ
いて、事実や自分の考えな
どを整理してわかりやすい
英語で書いている。

読み手に伝えるために、そ
の時にしていることやその
日の朝にしていたことにつ
いて、事実や自分の考えな
どを整理してわかりやすい
英語で書こうとしている。
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◎ Lesson 4

1. 目標
未来表現の用法を理解した上で、その知識を活用し、夏休みの予定について発表することができる。

2. 各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
未来表現に関する事項を理
解している。
［技能］
未来の出来事について、未
来表現の知識を基に、相手
と英語でコミュニケーショ
ンする技能を身につけて
いる。

相手にわかってもらえるよ
うに、未来の出来事につい
て、事実や自分の考えなど
を整理して、英語でそれら
を伝え、質問・応答のやり
取りをしている。

相手にわかってもらえるよ
うに、未来の出来事につい
て、事実や自分の考えなど
を整理して、英語でそれら
を伝え、質問・応答のやり
取りをしようとしている。

話すこと

発 表

［知識］
未来表現に関する事項を理
解している。
［技能］
長い休みの予定について、
未来表現の知識を基に、英
語で話す技能を身につけて
いる。

聞き手に伝えるために、夏
休みの予定について、事実
や自分の考えなどを整理し
てわかりやすい英語で話し
ている。

聞き手に伝えるために、夏
休みの予定について、事実
や自分の考えなどを整理し
てわかりやすい英語で話そ
うとしている。

書くこと

［知識］
未来表現に関する事項を理
解している。
［技能］
長い休みの予定について、
未来表現の知識を基に、英
語で書く技能を身につけて
いる。

読み手に伝えるために、夏
休みの予定について、事実
や自分の考えなどを整理し
てわかりやすい英語で書い
ている。

読み手に伝えるために、夏
休みの予定について、事実
や自分の考えなどを整理し
てわかりやすい英語で書こ
うとしている。

各課の目標と評価規準（例）
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◎ Lesson 5

1. 目標
助動詞（can、may）の用法を理解した上で、その知識を活用し、20年後の自分に手紙を書くことがで

きる。

2. 各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
助動詞 (can、may)に関す
る事項を理解している。
［技能］
「能力」「依頼」「推量」「許可」
などを表現するために、助
動詞の知識を用いて、相手
と英語でコミュニケーショ
ンする技能を身につけてい
る。

自分ができることや相手へ
の依頼、許可を必要とする
ことなどについて、事実や
自分の考えなどを整理し
て、わかりやすい英語でそ
れらを伝え、質問・応答の
やり取りをしている。

自分ができることや相手へ
の依頼、許可を必要とする
ことなどについて、事実や
自分の考えなどを整理し
て、わかりやすい英語でそ
れらを伝え、質問・応答の
やり取りをしようとしてい
る。

話すこと

発 表
発展的な活動

［知識］
助動詞 (can、may)に関す
る事項を理解している。
［技能］
将来の自分について推測で
きることに関して、助動詞
の知識を基に、英語で話す
技能を身につけている。

聞き手に伝えるために、将
来の自分について、推測や
自分の考えなどを整理して
わかりやすい英語で話して
いる。

聞き手に伝えるために、将
来の自分について、推測や
自分の考えなどを整理して
わかりやすい英語で話そう
としている。

書くこと

［知識］
助動詞 (can、may)に関す
る事項を理解している。
［技能］
将来の自分について推測で
きることに関して、助動詞
の知識を基に、英語で書く
技能を身につけている。

読み手に伝えるために、将
来の自分について、推測や
自分の考えなどを整理して
わかりやすい英語で書いて
いる。

読み手に伝えるために、将
来の自分について、推測や
自分の考えなどを整理して
わかりやすい英語で書こう
としている。
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◎ Lesson 6 

1.　目標
   　助動詞（must、should）の用法を理解した上で、その知識を活用し、自分が考えるスマートフォンの
ルールやマナーについて発表することができる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
助動詞（must、should）に
関する事項を理解してい
る。
［技能］
ルールやマナーについて、
助動詞の知識を基に、相手
と英語でコミュニケーショ
ンする技能を身につけてい
る。

相手にわかってもらえるよ
うに、ルールやマナーにつ
いて、事実や自分の考えな
どを整理して、英語でそれ
らを伝え、質問・応答のや
り取りをしている。

相手にわかってもらえるよ
うに、ルールやマナーにつ
いて、事実や自分の考えな
どを整理して、英語でそれ
らを伝え、質問・応答のや
り取りをしようとしてい
る。

話すこと

発 表

［知識］
助動詞（must、should）に
関する事項を理解してい
る。
［技能］
スマートフォンのルールや
マナーについて、助動詞の
知識を基に、英語で話す技
能を身につけている。

聞き手に伝えるために、ス
マートフォンのルールやマ
ナーについて、事実や自分
の考えなどを整理してわか
りやすい英語で話してい
る。

聞き手に伝えるために、ス
マートフォンのルールやマ
ナーについて、事実や自分
の考えなどを整理してわか
りやすい英語で話そうとし
ている。

書くこと

［知識］
助動詞（must、should）に
関する事項を理解してい
る。
［技能］
スマートフォンのルールや
マナーについて、助動詞の
知識を基に、英語で書く技
能を身につけている。

読み手に伝えるために、ス
マートフォンのルールやマ
ナーについて、事実や自分
の考えなどを整理してわか
りやすい英語で書いてい
る。

読み手に伝えるために、ス
マートフォンのルールやマ
ナーについて、事実や自分
の考えなどを整理してわか
りやすい英語で書こうとし
ている。

各課の目標と評価規準（例）
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◎ Lesson 7 

1.　目標
   　現在完了形（完了・結果、経験）の用法を理解した上で、その知識を活用し、自分の趣味や関心がある
ことについて発表することができる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
現在完了形 (完了・結果、
経験 )に関する事項を理解
している。
［技能］
完了していることや自分の
経験について、現在完了形
の知識を基に、相手と英語
でコミュニケーションする
技能を身につけている。

相手にわかってもらえるよ
うに、完了していることや
自分の経験について、事実
や自分の考えなどを整理し
て、英語を使って伝え、質
問・応答のやり取りをして
いる。

相手にわかってもらえるよ
うに、完了していることや
自分の経験について、事実
や自分の考えなどを整理し
て、英語を使って伝え、質
問・応答のやり取りをしよ
うとしている。

話すこと

発 表

［知識］
現在完了形（完了・結果、
経験）に関する事項を理解
している。
［技能］
自分の趣味や関心があるこ
とについて、現在完了形の
知識を基に、英語で話す技
能を身につけている。

聞き手に伝えるために、自
分の趣味や関心があること
について、事実や自分の考
えなどを整理してわかりや
すい英語で話している。

聞き手に伝えるために、自
分の趣味や関心があること
について、事実や自分の考
えなどを整理してわかりや
すい英語で話そうとしてい
る。

書くこと

［知識］
現在完了形（完了・結果、
経験）に関する事項を理解
している。
［技能］
自分の趣味や関心があるこ
とについて、現在完了形の
知識を基に、英語で書く技
能を身につけている。

読み手に伝えるために、自
分の趣味や関心があること
について、事実や自分の考
えなどを整理してわかりや
すい英語で書いている。

読み手に伝えるために、自
分の趣味や関心があること
について、事実や自分の考
えなどを整理してわかりや
すい英語で書こうとしてい
る。

各課の目標と評価規準（例）
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◎ Lesson 8 

1.　目標
   　現在完了形（継続）や現在完了進行形の用法を理解した上で、その知識を活用し、自分の夢と今がんば
っていることについて発表することができる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
現在完了形（継続）や現在完
了進行形に関する事項を理
解している。
［技能］
自分が継続してきたことに
ついて、現在完了形や現在
完了進行形の知識を基に、
相手と英語でコミュニケー
ションする技能を身につけ
ている。

相手にわかってもらえるよ
うに、現在まで継続してい
る事柄などについて、事実
や自分の考えなどを整理し
て、英語でそれらを伝え、
質問・応答のやり取りをし
ている。

相手にわかってもらえるよ
うに、現在まで継続してい
る事柄などについて、事実
や自分の考えなどを整理し
て、英語でそれらを伝え、
質問・応答のやり取りをし
ようとしている。

話すこと

発 表

［知識］
現在完了形（継続）や現在完
了進行形に関する事項を理
解している。
［技能］
自分の夢と今がんばってい
ることについて、現在完了
形や現在完了進行形の知識
を基に、英語で話す技能を
身につけている。

聞き手に伝えるために、自
分の夢と今がんばっている
ことについて、事実や自分
の考えなどを整理してわか
りやすい英語で話してい
る。

聞き手に伝えるために、自
分の夢と今がんばっている
ことについて、事実や自分
の考えなどを整理してわか
りやすい英語で話そうとし
ている。

書くこと

［知識］
現在完了形（継続）や現在完
了進行形に関する事項を理
解している。
［技能］
自分の夢と今がんばってい
ることについて、現在完了
形や現在完了進行形の知識
を基に、英語で書く技能を
身につけている。

読み手に伝えるために、自
分の夢と今がんばっている
ことについて、事実や自分
の考えなどを整理してわか
りやすい英語で書いてい
る。

読み手に伝えるために、自
分の夢と今がんばっている
ことについて、事実や自分
の考えなどを整理してわか
りやすい英語で書こうとし
ている。
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◎ Lesson 9 

1.　目標
   　受動態の用法を理解した上で、その知識を活用し、自分が好きな本や作品について発表することがで
きる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
受動態に関する事項を理解
している。
［技能］
身の回りの物などについ
て、受動態の知識を基に、
相手と英語でコミュニケー
ションする技能を身につけ
ている。

相手にわかってもらえるよ
うに、身の回りの物などに
ついて、事実や自分の考え
などを整理して、英語でそ
れらを伝え、質問・応答の
やり取りをしている。

相手にわかってもらえるよ
うに、身の回りの物などつ
いて、事実や自分の考えな
どを整理して、英語でそれ
らを伝え、質問・応答のや
り取りをしようとしてい
る。

話すこと

発 表

［知識］
受動態に関する事項を理解
している。
［技能］
自分が好きなものについ
て、受動態の知識を基に、
英語で話す技能を身につけ
ている。

聞き手に伝えるために、自
分が好きなものについて、
事実や自分の考えなどを整
理してわかりやすい英語で
話している。

聞き手に伝えるために、自
分が好きなものについて、
事実や自分の考えなどを整
理してわかりやすい英語で
話そうとしている。

書くこと

［知識］
受動態に関する事項を理解
している。
［技能］
自分が好きなものについ
て、受動態の知識を基に、
英語で書く技能を身につけ
ている。

読み手に伝えるために、自
分好きなものについて、事
実や自分の考えなどを整理
してわかりやすい英語で書
いている。

読み手に伝えるために、自
分好きなものについて、事
実や自分の考えなどを整理
してわかりやすい英語で書
こうとしている。
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◎ Lesson 10 

1.　目標
   　比較表現（比較級、最上級）の用法を理解した上で、その知識を活用し、友だちや家族の１人について
詳しく紹介することができる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
比較表現（比較級、最上級）
に関する事項を理解してい
る。
［技能］
自分の知り合いや身の回り
の物について、比較表現の
知識を基に、相手と英語で
コミュニケーションする技
能を身につけている。

相手にわかってもらえるよ
うに、自分の知り合いや身
の回りの物について、情報
や自分の考えなどを整理し
て、英語でそれらを伝え、
質問・応答のやり取りをし
ている。

相手にわかってもらえるよ
うに、自分の知り合いや身
の回りのものについて、情
報や自分の考えなどを整理
して、英語でそれらを伝え、
質問・応答のやり取りをし
ようとしている。

話すこと

発 表

［知識］
比較表現（比較級、最上級）
に関する事項を理解してい
る。
［技能］
自分の知り合いについて、
比較表現の知識を基に、英
語で話す技能を身につけて
いる。

聞き手に伝えるために、自
分の知り合いについて、情
報や自分の気持ちなどを整
理してわかりやすい英語で
話している。

聞き手に伝えるために、自
分の知り合いについて、情
報や自分の気持ちなどを整
理してわかりやすい英語で
話そうとしている。

書くこと

［知識］
比較表現（比較級、最上級）
に関する事項を理解してい
る。
［技能］
自分の知り合いについて、
比較表現の知識を基に、英
語で書く技能を身につけて
いる。

読み手に伝えるために、自
分の知り合いについて、情
報や自分の気持ちなどを整
理してわかりやすい英語で
書いている。

読み手に伝えるために、自
分の知り合いについて、情
報や自分の気持ちなどを整
理してわかりやすい英語で
書こうとしている。

各課の目標と評価規準（例）
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◎ Lesson 11 

1.　目標
   　比較表現（同等比較、倍数比較）の用法を理解した上で、その知識を活用し、自分が訪れたい国について、
他国と比較しながら対話することができる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
比較表現（同等比較、倍数
比較）に関する事項を理解
している。
［技能］
自分が訪れたい国につい
て、比較表現の知識を基に、
相手と英語でコミュニケー
ションする技能を身につけ
ている。

相手にわかってもらえるよ
うに、自分の訪れたい国に
ついて、情報や自分の考え
などを整理して、英語でそ
れらを伝え、質問・応答の
やり取りをしている。

相手にわかってもらえるよ
うに、自分の訪れたい国に
ついて、情報や自分の考え
などを整理して、英語でそ
れらを伝え、質問・応答の
やり取りをしようとしてい
る。

話すこと

発 表
発展的な活動

［知識］
比較表現（同等比較、倍数
比較）に関する事項を理解
している。
［技能］
自分が訪れたい国につい
て、比較表現の知識を基に、
英語で話す技能を身につけ
ている。

聞き手に伝えるために、自
分の訪れたい国について、
情報や自分の考えなどを整
理してわかりやすい英語で
話している。

聞き手に伝えるために、自
分の訪れたい国について、
情報や自分の考えなどを整
理してわかりやすい英語で
話そうとしている。

書くこと

［知識］
比較表現（同等比較、倍数
比較）に関する事項を理解
している。
［技能］
自分が訪れたい国につい
て、比較表現の知識を基に、
英語で書く技能を身につけ
ている。

読み手に伝えるために、自
分の訪れたい国について、
情報や自分の考えなどを整
理してわかりやすい英語で
書いている。

読み手に伝えるために、自
分の訪れたい国について、
情報や自分の考えなどを整
理してわかりやすい英語で
書こうとしている。
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◎ Lesson 12 

1.　目標
   　動名詞の用法を理解した上で、その知識を活用し、自分が好きなことや夢見ていることについて理由
とともに発表することができる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
動名詞の用法に関する事項
を理解している。
［技能］
身の回りの日常的な行動に
ついて、動名詞の知識を基
に、相手と英語でコミュニ
ケーションする技能を身に
つけている。

相手にわかってもらえるよ
うに、身の回りの日常的な
行動について、情報や自分
の考えなどを整理して、英
語でそれらを伝え、質問・
応答のやり取りをしてい
る。

相手にわかってもらえるよ
うに、身の回りの日常的な
行動について、情報や自分
の考えなどを整理して、英
語でそれらを伝え、質問・
応答のやり取りをしようと
している。

話すこと

発 表

［知識］
動名詞の用法に関する事項
を理解している。
［技能］
好きなことや夢見ているこ
とについて、動名詞の知識
を基に、英語で話す技能を
身につけている。

聞き手に伝えるために、自
分の好きなことや夢見てい
ることについて、情報や自
分の考えなどを整理してわ
かりやすい英語で話してい
る。

聞き手に伝えるために、自
分の好きなことや夢見てい
ることについて、情報や自
分の考えなどを整理してわ
かりやすい英語で話そうと
している。

書くこと

［知識］
動名詞の用法に関する事項
を理解している。
［技能］
好きなことや夢見ているこ
とについて、動名詞の知識
を基に、英語で書く技能を
身につけている。

読み手に伝えるために、自
分の好きなことや夢見てい
ることについて、情報や自
分の考えなどを整理してわ
かりやすい英語で書いてい
る。

読み手に伝えるために、自
分の好きなことや夢見てい
ることについて、情報や自
分の考えなどを整理してわ
かりやすい英語で書こうと
している。
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◎ Lesson 13 

1.　目標
   　to不定詞の用法（名詞的用法、It is ～ to ...）を理解した上で、その知識を活用し、自分にとって必要
なことや重要なことついて理由とともに発表することができる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
to不定詞の用法（名詞的用
法、It is ～ to ...）に関す
る事項を理解している。
［技能］
自分にとって必要なことや
重要なことについて、不定
詞の知識を基に、相手と英
語でコミュニケーションす
る技能を身につけている。

相手にわかってもらえるよ
うに、自分にとって必要な
ことや重要なことについ
て、自分の考えや気持ちな
どを整理して、英語でそれ
らを伝え、質問・応答のや
り取りをしている。

相手にわかってもらえるよ
うに、自分にとって必要な
ことや重要なことについ
て、自分の考えや気持ちな
どを整理して、英語でそれ
らを伝え、質問・応答のや
り取りをしようとしてい
る。

話すこと

発 表

［知識］
to不定詞の用法（名詞的用
法、It is ～ to ...）に関す
る事項を理解している。
［技能］
自分にとって必要なことや
重要なことについて、不定
詞の知識を基に、英語で話
す技能を身につけている。

聞き手に伝えるために、自
分にとって必要なことや重
要なことについて、自分の
考えや気持ちなどを整理し
てわかりやすい英語で話し
ている。

聞き手に伝えるために、自
分にとって必要なことや重
要なことについて、自分の
考えや気持ちなどを整理し
てわかりやすい英語で話そ
うとしている。

書くこと

［知識］
to不定詞の用法（名詞的用
法、It is ～ to ...）に関す
る事項を理解している。
［技能］
自分にとって必要なことや
重要なことについて、不定
詞の知識を基に、英語で書
く技能を身につけている。

読み手に伝えるために、自
分にとって必要なことや重
要なことについて、自分の
考えや気持ちなどを整理し
てわかりやすい英語で書い
ている。

読み手に伝えるために、自
分にとって必要なことや重
要なことについて、自分の
考えや気持ちなどを整理し
てわかりやすい英語で書こ
うとしている。

各課の目標と評価規準（例）
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◎ Lesson 14 

1.　目標
   　to不定詞の用法（副詞的用法、形容詞的用法）を理解した上で、その知識を活用し、昨日行った場所と
その目的について対話することができる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
to不定詞の用法（副詞的用
法・形容詞的用法）に関す
る事項を理解している。
［技能］
前日に行った場所とその目
的について、不定詞の知識
を基に、相手と英語でコミ
ュニケーションする技能を
身につけている。

相手にわかってもらえるよ
うに、前日に行った場所と
その目的について、自分の
考えや気持ちなどを整理し
て、英語でそれらを伝え、
質問・応答のやり取りをし
ている。

相手にわかってもらえるよ
うに、前日に行った場所と
その目的について、自分の
考えや気持ちなどを整理し
て、英語でそれらを伝え、
質問・応答のやり取りをし
ようとしている。

話すこと

発 表
発展的な活動

［知識］
to不定詞の用法（副詞的用
法・形容詞的用法）に関す
る事項を理解している。
［技能］
前日に行った場所とその目
的について、不定詞の知識
を基に、英語で話す技能を
身につけている。

聞き手に伝えるために、前
日に行った場所とその目的
について、自分の考えや気
持ちなどを整理してわかり
やすい英語で話している。

聞き手に伝えるために、前
日に行った場所とその目的
について、自分の考えや気
持ちなどを整理してわかり
やすい英語で話そうとして
いる。

書くこと

［知識］
to不定詞の用法（副詞的用
法・形容詞的用法）に関す
る事項を理解している。
［技能］
前日に行った場所とその目
的について、不定詞の知識
を基に、英語で書く技能を
身につけている。

読み手に伝えるために、前
日に行った場所とその目的
について、自分の考えや気
持ちなどを整理してわかり
やすい英語で書いている。

読み手に伝えるために、前
日に行った場所とその目的
について、自分の考えや気
持ちなどを整理してわかり
やすい英語で書こうとして
いる。

各課の目標と評価規準（例）
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◎ Lesson 15 

1.　目標
   　現在分詞と過去分詞の用法を理解した上で、その知識を活用し、自分が住む地域の建造物や記念碑に
ついて発表することができる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
現在分詞と過去分詞の用法
に関する事項を理解してい
る。
［技能］
自分の周りの人々や物につ
いて、現在分詞と過去分詞
の知識を基に、相手と英語
でコミュニケーションする
技能を身につけている。

相手にわかってもらえるよ
うに、自分の周りの人々や
物について、情報や自分の
考えなどを整理して、英語
を使ってそれらを伝え、質
問・応答のやり取りをして
いる。

相手にわかってもらえるよ
うに、自分の周りの人々や
物について、情報や自分の
考えなどを整理して、英語
を使ってそれらを伝え、質
問・応答のやり取りをしよ
うとしている。

話すこと

発 表

［知識］
現在分詞と過去分詞の用法
に関する事項を理解してい
る。
［技能］
自分が住む地域の建造物や
記念碑について、現在分詞
と過去分詞の知識を基に、
英語で話す技能を身につけ
ている。

聞き手に伝えるために、自
分が住む地域の建造物や記
念碑について、情報や自分
の考えなどを整理してわか
りやすい英語で話してい
る。

聞き手に伝えるために、自
分が住む地域の建造物や記
念碑について、情報や自分
の考えなどを整理してわか
りやすい英語で話そうとし
ている。

書くこと

［知識］
現在分詞と過去分詞の用法
に関する事項を理解してい
る。
［技能］
自分が住む地域の建造物や
記念碑について、現在分詞
と過去分詞の知識を基に、
英語で書く技能を身につけ
ている。

読み手に伝えるために、自
分が住む地域の建造物や記
念碑について、情報や自分
の考えなどを整理してわか
りやすい英語で書いてい
る。

読み手に伝えるために、自
分が住む地域の建造物や記
念碑について、情報や自分
の考えなどを整理してわか
りやすい英語で書こうとし
ている。
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◎ Lesson 16 

1.　目標
   　関係代名詞（主格、目的格）の用法を理解した上で、おすすめの漫画やアニメなどについて発表するこ
とができる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
関係代名詞（主格、目的格）
の用法に関する事項を理解
している。
［技能］
身の回りの人や物につい
て、関係代名詞（主格、目
的格）の知識を基に、相手
と英語でコミュニケーショ
ンする技能を身につけてい
る。

相手にわかってもらえるよ
うに、身の回りの人や物に
ついて、必要な情報や自分
の考えを整理して、英語で
それらを伝え、質問・応答
のやり取りをしている。

相手にわかってもらえるよ
うに、身の回りの人や物に
ついて、必要な情報や自分
の考えを整理して、英語で
それらを伝え、質問・応答
のやり取りをしようとして
いる。

話すこと

発 表

［知識］
関係代名詞（主格、目的格）
の用法に関する事項を理解
している。
［技能］
おすすめの漫画やアニメな
どについて、関係代名詞（主
格、目的格）の知識を基に、
英語で話す技能を身につけ
ている。

聞き手に伝えるために、お
すすめの漫画やアニメなど
について、情報や自分の考
えなどを整理してわかりや
すい英語で話している。

聞き手に伝えるために、お
すすめの漫画やアニメなど
について、情報や自分の考
えなどを整理してわかりや
すい英語で話そうとしてい
る。

書くこと

［知識］
関係代名詞（主格、目的格）
の用法に関する事項を理解
している。
［技能］
おすすめの漫画やアニメな
どについて、関係代名詞（主
格、目的格）の知識を基に、
英語で書く技能を身につけ
ている。

読み手に伝えるために、お
すすめの漫画やアニメなど
について、情報や自分の考
えなどを整理してわかりや
すい英語で書いている。

読み手に伝えるために、お
すすめの漫画やアニメなど
について、情報や自分の考
えなどを整理してわかりや
すい英語で書こうとしてい
る。

各課の目標と評価規準（例）
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◎ Lesson 17 

1.　目標
   　関係代名詞whatの用法を理解した上で、その知識を活用し、興味があることや忘れられないことに
ついて発表することができる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
関係代名詞 whatの用法
に関する事項を理解してい
る。
［技能］
自分の周りの物や出来事に
ついて、関係代名詞 what
の知識を基に、相手と英語
でコミュニケーションする
技能を身につけている。

相手にわかってもらえるよ
うに、自分の周りの物や出
来事について、事実や自分
の気持ちなどを整理して、
英語でそれらを伝え、質
問・応答のやり取りをして
いる。

相手にわかってもらえるよ
うに、自分の周りの物や出
来事について、事実や自分
の気持ちなどを整理して、
英語でそれらを伝え、質
問・応答のやり取りをしよ
うとしている。

話すこと

発 表

［知識］
関係代名詞 whatの用法
に関する事項を理解してい
る。
［技能］
興味があることや忘れられ
ないことについて、関係代
名詞whatの知識を基に、
英語で話す技能を身につけ
ている。

聞き手に伝えるために、興
味があることや忘れられな
いことについて、事実や自
分の気持ちなどを整理して
わかりやすい英語で話して
いる。

聞き手に伝えるために、興
味があることや忘れられな
いことについて、事実や自
分の気持ちなどを整理して
わかりやすい英語で話そう
としている。

書くこと

［知識］
関係代名詞 whatの用法
に関する事項を理解してい
る。
［技能］
興味があることや忘れられ
ないことについて、関係代
名詞whatの知識を基に、
英語で書く技能を身につけ
ている。

読み手に伝えるために、興
味があることや忘れられな
いことについて、事実や自
分の気持ちなどを整理して
わかりやすい英語で書いて
いる。

読み手に伝えるために、興
味があることや忘れられな
いことについて、事実や自
分の気持ちなどを整理して
わかりやすい英語で書こう
としている。

各課の目標と評価規準（例）
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◎ Lesson 18 

1.　目標
   　関係副詞（where、when）の用法を理解した上で、その知識を活用し、お気に入りの場所とそこへ行
くおすすめの時期について発表することができる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
関係副詞（where、when）
の用法に関する事項を理解
している。
［技能］
特定の場所や時について、
関係代名詞（where、when）
の知識を基に、相手と英語
でコミュニケーションする
技能を身につけている。

相手にわかってもらえるよ
うに、特定の場所や時につ
いて、情報や自分の考えな
どを整理して、英語でそれ
らを伝え、質問・応答のや
り取りをしている。

相手にわかってもらえるよ
うに、特定の場所や時につ
いて、情報や自分の考えな
どを整理して、英語でそれ
らを伝え、質問・応答のや
り取りをしようとしてい
る。

話すこと

発 表

［知識］
関係副詞（where、when）
の用法に関する事項を理解
している。
［技能］
お気に入りの場所とそこへ
行くおすすめの時期につい
て、関係代名詞（where、
when）の知識を基に、英
語で話す技能を身につけて
いる。

聞き手に伝えるために、お
気に入りの場所とそこへ行
くおすすめの時期につい
て、情報や自分の考えなど
を整理してわかりやすい英
語で話している。

聞き手に伝えるために、お
気に入りの場所とそこへ行
くおすすめの時期につい
て、情報や自分の考えなど
を整理してわかりやすい英
語で話そうとしている。

書くこと

［知識］
関係副詞（where、when）
の用法に関する事項を理解
している。
［技能］
お気に入りの場所とそこへ
行くおすすめの時期につい
て、関係代名詞（where、
when）の知識を基に、英
語で書く技能を身につけて
いる。

読み手に伝えるために、お
気に入りの場所とそこへ行
くおすすめの時期につい
て、情報や自分の考えなど
を整理してわかりやすい英
語で書いている。

読み手に伝えるために、お
気に入りの場所とそこへ行
くおすすめの時期につい
て、情報や自分の考えなど
を整理してわかりやすい英
語で書こうとしている。
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◎ Lesson 19 

1.　目標
   　仮定法過去の用法を理解した上で、その知識を活用し、行ってみたい時代や、そこでしてみたいこと
について発表することができる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
仮定法過去の用法に関する
事項を理解している。
［技能］
「もし～なら…」というト
ピックについて、仮定法過
去の知識を基に、相手と英
語でコミュニケーションす
る技能を身につけている。

相手にわかってもらえるよ
うに、「もし～なら…」と
いうトピックについて、情
報や自分の考えなどを整理
して、英語でそれらを伝え、
質問・応答のやり取りをし
ている。

相手にわかってもらえるよ
うに、「もし～なら…」と
いうトピックについて、情
報や自分の考えなどを整理
して、英語でそれらを伝え、
質問・応答のやり取りをし
ようとしている。

話すこと

発 表

［知識］
仮定法過去の用法に関する
事項を理解している。
［技能］
「タイムマシンがあるとし
たら…」というトピックに
ついて、仮定法過去の知識
を基に、英語で話す技能を
身につけている。

聞き手に伝えるために、タ
イムマシンがあるとしたら
行ってみたい時代などにつ
いて、情報や自分の考えな
どを整理してわかりやすい
英語で話している。

聞き手に伝えるために、タ
イムマシンがあるとしたら
行ってみたい時代などにつ
いて、情報や自分の考えな
どを整理してわかりやすい
英語で話そうとしている。

書くこと

［知識］
仮定法過去の用法に関する
事項を理解している。
［技能］
「タイムマシンがあるとし
たら…」というトピックに
ついて、仮定法過去の知識
を基に、英語で書く技能を
身につけている。

読み手に伝えるために、タ
イムマシンがあるとしたら
行ってみたい時代などにつ
いて、情報や自分の考えな
どを整理してわかりやすい
英語で書いている。

読み手に伝えるために、タ
イムマシンがあるとしたら
行ってみたい時代などにつ
いて、情報や自分の考えな
どを整理してわかりやすい
英語で書こうとしている。
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◎ Lesson 20 

1.　目標
   　接続詞の用法を理解した上で、その知識を活用し、春休みに出かけるとよい場所について詳しく紹介
するメッセージを書き、発表することができる。

2.　各領域の評価規準例（生徒の状況や進度を考慮して、学校ごとに作成する。）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

話すこと

やり取り

［知識］
接続詞の用法に関する事項
を理解している。
［技能］
日常生活でのいろいろな出
来事や普段考えていること
について、接続詞の知識を
基に、相手と英語でコミュ
ニケーションする技能を身
につけている。

相手にわかってもらえるよ
うに、日常生活でのいろい
ろな出来事や普段考えてい
ることについて、情報や自
分の考えなどを整理して英
語でそれらを伝え、質問・
応答のやり取りをしてい
る。

相手にわかってもらえるよ
うに、日常生活でのいろい
ろな出来事や普段考えてい
ることについて、情報や自
分の考えなどを整理して英
語でそれらを伝え、質問・
応答のやり取りをしようと
している。

話すこと

発 表

［知識］
接続詞の用法に関する事項
を理解している。
［技能］
春休みに出かけるとよい場
所について、接続詞の知識
を基に、英語で話す技能を
身につけている。

春休みに出かけるとよい場
所について、クラスで発表
をする。その際に聞き手に
伝わるように情報や自分の
考えなどを整理してわかり
やすい英語で話している。

春休みに出かけるとよい場
所について、クラスで積極
的に発表をする。その際に
聞き手に伝わるように情報
や自分の考えなどを整理し
てわかりやすい英語で話そ
うとしている。

書くこと

［知識］
接続詞の用法に関する事項
を理解している。
［技能］
春休みに出かけるとよい場
所について、接続詞の知識
を基に、英語で書く技能を
身につけている。

読み手に伝えるために、春
休みに出かけるとよい場所
について、情報や自分の考
えなどを整理してわかりや
すい英語で書いている。

読み手に伝えるために、春
休みに出かけるとよい場所
について、情報や自分の考
えなどを整理してわかりや
すい英語で書こうとしてい
る。

各課の目標と評価規準（例）
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